喜界町移動支援事業委託契約書

発注者 喜界町長 隈崎悦男　と受注者　　　　　　　との間に次の契約を締結する。

（委託事業）
第１条　発注者は，喜界町移動支援事業実施要綱（以下「要綱」という。）に基づく事業を受注者に委託し，受注者は，これを受託するものとする。
（実施体制）
第２条　受注者は，事業の実施にあたり，介護福祉士，ホームヘルパー，ガイドヘルパー（指定居宅介護等の提供に当たる者として厚生労働大臣が定めるもの（平成１８年３月３１日厚生労働省告示２０９号）に規定する研修の「外出介護従業者養成研修課程」を修了した者）等の適切に事業に従事できる人員（以下「従業者」という。）を配置しなければならない。ただし，事業の実施に支障のない範囲で他の職務に従事することができる。

２　受注者は，支援技術の向上を図るため，従事者に必要な研修を実施しなければならない。

（委託期間）
第３条　委託期間は令和　年　月　日から令和　年　月　日までとする。
（委託料）
第４条　発注者は，事業の実施にかかる費用を受注者に支払うものとし，その費用は，要綱に基づく費用負担額を控除した額とする。
（契約保証金）

第５条　契約保証金は，これを免除する。

（委託料の支払い）
第６条　受注者は，第４条により算出した委託料から，要綱に定める利用料を差し引いた額を発注者に請求する。
2 発注者は，受注者の請求に基づき，毎月精算払いする。
（実地調査等）
第７条　発注者は，この契約により受注者が行う事業に関し，その適正を期すため必要と認めたときは，受注者に対し報告を求め，又は調査することができる。
２　発注者が事業について改善をする必要を認め，その改善事項を受注者に指示したときには受注者はこれに従わなければならない。
（権利義務の譲渡等の禁止）
第８条　受注者は，この契約により生じた権利義務を第三者に譲渡し，担保に供し又は継承させてはならない。
（再委託の禁止）
第９条 受注者は，受託した事業を第三者に再委託してはならない。
（契約の解除）
第１０条　発注者は，次のいずれかに該当するときは，この契約を解除することができる。この場合，受注者は，前条の規定により発注者が支払った委託料の全部又は一部を発注者に返還しなければならない。
(1)　受注者がこの契約に違反したとき。
(2)　受注者の事業の実施につき発注者が不適当と認めたとき。
(3)　受注者が正当な理由なく発注者の指示に従わないとき。
２　受注者は，前項の定めによる契約の解除により損害を受けた場合においても，発注者に対してその補償を請求することができないものとする。
（秘密の保持）
第１１条　受注者は，この契約の履行に当たり，知り得た利用者等の秘密を他人に漏らしてはならない。

２　受注者は，委託業務の処理上知り得た秘密が個人情報（他人に関する情報であって，特定の個人が認識され，又は識別されうるものをいう。）であるときは，別記「個人情報取扱特記事項」に従い，その取扱いを適正に行わなければならない。
（損害賠償責任）
第１２条　受注者は，事業の実施に関して，受注者の責めに帰すべき事由により発注者又は第三者に損害を与えたときは，その損害を賠償しなければならない。
（疑義等の解決）
第１３条 この契約に定めのない事項，又はこの契約の条項について疑義が生じた場合には，発注者と受注者は協議の上，解決するものとする。
この契約の締結を証するため，契約書を２通作成し，発注者，受注者は記名押印の上，各自その１通を所持するものとする。
令和　　年　　月　　日

発注者　鹿児島県大島郡喜界町湾1746番地
　　　　　　喜界町役場
　　　　　　喜界町長　　隈崎　悦男
受注者　
